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Ⅰ 問題の所在 
小学校学習指導要領解説音楽編（平成20年，以下

「解説」とする。）の第１学年及び第２学年におけ

る内容「Ａ表現」の指導事項（１）イには「歌詞の

表す情景や気持ちを想像したり，楽曲の気分を感じ

取ったりし，思いをもって歌うこと。」1)と示され

ている。また，「『思いをもって歌う』とは，表現

に対する自分の考えや願いをもって歌うこと」2)と

示されている。 

国立教育政策研究所（平成27年）は，小学校学習

指導要領実施状況調査の結果として，旋律の特徴を

生かした歌唱の表現を工夫して音楽表現に対する思

いや意図をもつ問題の通過率が63.2％であったこと

を示している。また，そのうち，思いや意図をもつ

ことはできているが，適切に表すことができていな

い児童が21.8％いることから，音楽表現に対する思

いや意図を言葉を用いて適切に表すことに課題が見

られると示している。 

所属校は，肢体不自由者である児童生徒に対する

教育を行う特別支援学校である。対象児童は，小学

部第１学年単一障害学級に在籍し，脳性まひがあり，

車いすで生活している。対象児童は歌うことに興味

があるが，全ての曲を同じように大きな声で歌う。

曲に応じた自分の「思い」をもって歌うことが難し 

いと想定する。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 「思い」をもって表現すること 
高須一（2015）は「歌唱表現を挙げてみると，様

式の範囲内で幾つかの表現方法があると同時に，そ

れぞれの表現へのアプローチの仕方も様々である。

すなわち，正解が幾つかあり，その正解に至る過程

にも多様さが許容される」3)と述べている。 

坪能由紀子・伊野義博（2008）は「『もっとこう

歌いたい』という思いをもち，そのためには，音楽

を形づくっている要素と関係付けてどのように生か

したらよいのかということを，子ども自身が考え，

判断していくような授業が求められている」4)と述

べている。 

「解説」では〔共通事項〕として低学年で取り扱

う音楽を形づくっている要素を，表１のように示し

ている。 

 
表１ 音楽を形づくっている要素（低学年） 

音楽 を形
づく って
いる要素 

音楽を特徴付
けている要素 

音色，リズム，速度，旋律， 
強弱，拍の流れやフレーズなど 

音楽の仕組み 反復，問いと答えなど 

研究の要約 

本研究は，音楽科指導において，肢体不自由のある児童が「思い」をもって表現する力を育成するこ

とを目的としたものである。所属校小学部第１学年の小学校に準ずる教育課程を履修している肢体不自

由のある児童は「思い」をもって表現することが困難である。そこで，感じたことを言語化し，表現に

変えるために，音楽を形づくっている要素を言語化したものを継次的に表現に変えていく活動を行うこ

ととした。その際，障害特性等に応じた指導・支援方法の工夫を取り入れた音楽ブック及びワークシー

トを活用し，自ら「思い」の全体像を組み立てさせた結果，「思い」をもって表現することができた。 

これらのことから，肢体不自由のある児童に対して，音楽を形づくっている要素を言語化したものを

継次的に表現に変える活動を行うことは，「思い」をもって表現する力を育成することに有効であるこ

とが明らかになった。 



 

 
 

これらのことから，「思い」をもつとは，児童が

感じ取った楽曲の「気分」に応じて，音楽を形づくっ

ている要素を関係付けて，自分なりにこのように表

現したいという考えをもつことと考える。さらに，

「思い」をもって表現する力とは，自分なりに考え

た「思い」に応じて，表現に変える力と捉える。 

 

２ 音楽を形づくっている要素を言語化し，

表現に変える工夫 
坪能ら（2008）は，自分の思いや意図を実現した

表現は音楽を形づくっている要素を手掛かりにつく

り上げていくと述べている。また，「音楽体験を通

して感じ取ったことや学んだことを『言葉』で表す

ことによって，音楽に対する自分の思いや考えをよ

り明確にしたり，整理したりすることができる」5)

と述べ，音楽体験と感じ取ったことをつなぐ手掛か

りとなる言葉が音楽を形づくっている要素であると

述べている。さらに，歌詞の内容や曲想から感じ取っ

た「この部分はこのように歌いたい」という「思い」

を言葉で表すことで表現意図を明確にでき，「思い」

を表現に変えることができると述べている。 

これらのことから，感じ取った「気分」や学んだ

音楽を形づくっている要素を言語化することにより

自分の多様な「思い」を明確にし，表現に変えるこ

とができると考える。 

 

３ 肢体不自由のある児童の表現する力 
特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚

部・小学部・中学部）（平成21年）では，肢体不自

由者である児童に対する教育を行う特別支援学校で

の表現する力の育成について，「肢体不自由のある

児童生徒は，身体の動きに困難があることから，様々

な体験をする機会が不足しがちであり，そのため表

現する意欲に欠けたり，表現することを苦手とした

りすることが少なくない。」6)ことを指摘している。 

また，黒鳥由里子（平成23年）は，肢体不自由の

ある児童の歌唱表現の難しさについて「大声で叫ぶ

ように歌う，声域の幅が狭い。言語障害のため，はっ

きり発音することや，曲の速さに合わせて歌うこと

が難しい。歌詞の意味や情景を想像することが難し

い。」7)ことを挙げている。 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（平成

24年，以下「特総研」とする。）は，「肢体不自由

のある児童生徒の医学的起因は様々であるが，多く

の場合は脳性まひをはじめとする脳性疾患によるも

のである。脳性まひは，脳の病変の部位や広がりに

よって，運動障害のほか，情報処理能力や視知覚・

視覚認知能力（目と手の協応動作の困難，図と地の

弁別の困難，空間認知の困難等）等に影響を与える

場合があり，学習する上での様々な困難が生じる場

合がある。」8)などの感覚や認知の困難について指

摘している。また，視力に問題がなくても，視覚を

十分に活用できない場合があると示している。さら

に，「物事の全体像を把握したり，多くの情報や複

数の情報を同時に処理したりすることが困難である

場合があり，教科学習に多大な影響を及ぼす。」9)

と示している。 

一木薫（平成20年）は，脳性まひのある児童生徒

の多くに見られる傾向として，聴覚的な処理・こと

ばの理解や操作は全般的に得意，視覚的な処理・絵

や図の理解や操作は全般的に苦手，事柄の順序や要

点を整理して話したり聞いたりすることが難しい，

部分と全体のつながりを把握しにくいということな

どを挙げている。 

加藤隆芳・齋藤豊（平成23年）は，「文字を書く

こと，教科書などをめくること，作業を行うことな

ど，事物の操作をともなう学習に難しさが見られま

す。」10)と述べ，取組に時間を要することなどの動

作の困難について指摘している。 

また，「特総研」は，肢体不自由のある児童生徒

には，経験や体験の少なさに加え，感覚や認知の特

性も影響して内容の理解を阻み，興味・関心の幅の

狭さ，受け身的な態度，自信のなさなどとしても表

れることがあると示している。 

松原豊（平成27年）は，芸術表現に興味をもち，

創作活動や表現活動をするには，幼少時の遊びが関

係すると述べ，「肢体不自由のある子供は，ない子

供と比べて，乳幼児期に十分な探索行動ができな

かったり，遊びの経験が不足していたりすることで，

自然や生活の中にある美を見つけたり，遊びの中で

何かを作り出したりする機会を得られなかったこと

が多い」11)ことを挙げている。 

これらのことから，肢体不自由のある児童は，表

現する機会が不足しがちであると考える。特に脳性

まひのある児童は，楽曲や歌詞から「気分」を感じ

取り，音楽を形づくっている要素を聴き取ることが

できていても，感覚や認知がもたらす困難のため，

音楽を形づくっている要素を同時的に処理し，この

ように表現したいという「思い」の全体像を組み立

てることが難しいと考える。また，動作の困難と経

験不足がより一層，「思い」を組み立て，表現に変

えることを難しくしていると考える。 



 

 
 

４ 障害特性等に応じた指導・支援 
感覚や認知がもたらす困難に対し，一木（平成20

年）は「支援の例として『言葉で説明を加える』『言

葉で定義する』こと」12)を挙げている。 

また，加藤ら（平成23年）は指導・支援方法とし

て，全体像の継次的な言語化を挙げ，「必要な内容

を順序立てて伝え，自ら全体像を組み立てさせるこ

とが必要です。」13)と述べ，情報量の調整や形態や

色の工夫も効果があると述べている。 

さらに「特総研」は「考える順序性を重視したメ

モやノート，ワークシート等を用い，記憶や思考の

手順を補助する。」14)ことを方法として挙げている。 

動作の困難さに対する指導・支援方法として，筑

波大学附属桐が丘特別支援学校（2013）は指導内容

の精選が重要であることを述べている。加藤ら（平

成23年）は，動作の精選，代替が効果的であり，「よ

り重要なのは，子ども自身が思考するための時間を

確保し，思考の流れを止めないことです。」15)と述

べている。 

また，経験不足に対する指導・支援方法として，

岡部盛篤（平成20年）は繰返し学習，具体物操作を

指導の工夫として挙げている。筑波大学附属桐が丘

特別支援学校（2013）は，得意とする学習の仕方か

らの積み重ねが効果的であると述べている。 

これらの障害特性等に応じた指導・支援方法を表

２に示す。 

 
表２ 障害特性等に応じた指導・支援方法 

感覚や認知
の困難 

○ 言語化  
○ ワークシートを活用した継次的な全体像
の組立て 

○ 情報量の調整 ○ 形態・色の工夫 

動作の困難 
○ 指導内容の精選 
○ 動作の精選・代替 

経験不足 
○ 繰返し学習   ○ 具体物操作 
○ 得意とする学習の積み重ね 

 

 さらに，青森県立八戸第一養護学校（平成14年）

は，肢体不自由のある児童は「これまでの育ちのな

かで，『できない』『身につかない』という面が強

調されてきた場合が多く，自己肯定感が弱い傾向が

見られることです。限られた学習時間の中で，『自

分でできる』，『自分で選べる』環境をできるだけ

多く準備しながら，一つ一つ身についた力を感じ取

れる学習を進めることが必要だと考えます。」16)と

述べている。 

 これらのことから，肢体不自由のある児童の「思

い」をもって表現する力を育成するためには感覚や

認知の困難，動作の困難，経験不足といった障害特

性等に応じた指導・支援方法が必要であり，身に付

いた力を実感させることが大切であると考える。 

 

Ⅲ 研究の目的 

本研究では，音楽科において肢体不自由のある児

童の「思い」をもって表現する力を育成することを

目的とする。 

具体的には，次のような指導・支援が必要である

と考える。まず，感じ取った「気分」と音楽を形づ

くっている要素を言語化させ，音楽ブックにまとめ

させる。次に，その「気分」を音楽ブックから選択

させ，ワークシートを活用させる。さらに，音楽を

形づくっている要素を継次的に組み立てて言語化さ

せ，「気分」に応じた「思い」の全体像を確認させ，

表現に変えさせる。なお，音楽ブックとワークシー

トに，障害特性等に応じた指導・支援方法を取り入

れることで，自分でできたことを実感させることが

できると考える。研究構想図を図１に表す。 

 

 

 

図１ 研究構想図 

 

Ⅳ 研究の仮説 
肢体不自由のある児童に対して，音楽を形づくっ

ている要素を言語化したものを継次的に表現に変え

ていく活動を行えば，「思い」をもって表現する力

を育成することができるであろう。 

・感じ取った「気分」 
・このように表現したいという「思い」 

音楽ブック 

・感じ取った「気分」を
言語化 

・音楽を形づくっている
要素を言語化 

ワークシート 

「気分」に応じた「思い」
の全体像を，音楽を形づ
くっている要素を継次的
に組み立てる。 

「思い」をもって表現する力 

障害特性等 
に応じた 
指導・支援 

「思い」をもつ 

ワークシートの「思い」
の全体像を手掛かりに，
表現に変える 

「思い」を表現に変える 

指導内容

の精選 

動作の精

選・代替
え 

形態・色

の工夫 

情報量の
調整 

繰返し学
習 

具体物操
作 

得意とす
る学習の

積み重ね 

言語化する 



 

 
 

Ⅴ 研究の方法 
 

１ 実態把握 
(1) 対象児童 

○ 学部・学年 小学部第１学年（３名中１名） 

○ 障害名   肢体不自由，脳性まひ 

(2) 感覚や認知の困難 

ア 学習面 

広島県教育委員会（平成20年）が示した「学習面

に関するチェックシート」を活用し，児童の実態を

把握した。表３のとおり，「読む」等の視覚的な処

理や計算などの思考，さらに動作を伴う処理が難し

いことが分かった。 

 
表３ 学習面に関する実態 

領域 聞く 話す 読む 書く 
計算 
する 

推論 
する 

困難 ― ― ○ ○ ○ ― 

 

イ 視覚認知に関すること 

奥村智人・若宮英司（2010）が作成した「見る力

に関するチェックリスト（学童期用）」を活用し，

児童の実態を把握した。表４のとおり，視覚情報入

力が要注意，視覚探索，視知覚，運動の項目で困難

があることが分かった。 

 
表４ 視覚認知面に関する実態 

項目 該当する力 困難 

視覚情報入力 効率よく視覚情報を取り込む力 △ 

視覚探索 
視野を広く使って，正確に視線を
移動させる力 

○ 

視知覚 
形や位置，方向，距離感をしっか
り理解する力 

○ 

運動 
視覚情報と連動して体の動きを
コントロールする力 

○ 

 

ウ 音楽に関すること 

音楽を形づくっている要素に注目させると，児童

は楽曲の「強弱」と「速度」を感じ取り，動作を変

えることができていたことから，「強弱」と「速度」

を聴き取ることはできていると考える。しかし，音

の「強弱」と「速度」の変化を「速い」「遅い」「強

い」「弱い」などの言葉にして表すことはできず，

音の概念化に課題があると考える。 

「ア」「イ」「ウ」のことから，児童は視覚情報

を正確に取り込み，思考し，動作を伴った表現につ

なげることに困難があるため，「思い」をもつため

に音楽を形づくっている要素を組み立て，「思い」

を表現に変えることが難しいと考える。 

(3) 動作の困難 

児童は脳性まひがあり，下肢を動かすことができ

ず，車いすで生活をしている。また，上肢にもまひ

があり，書字や細かい作業を苦手としている。 

(4) 経験不足 

対象児童は肢体不自由があるため，乳幼児期に動

きが制限され，十分に探索行動ができず，遊びの経

験が不足している。車いすを操作できるようになっ

てからも，屋外での自由な遊びが制限されるなど，

遊びの中で興味深いものに触れ，歌ったり口ずさん

だりする経験が少なく，歌い方を工夫したいと思う

場面を経験することが少なかったと考える。 

 

２ 検証の視点と方法 

(1) 検証の視点 

歌唱表現において，「思い」をもって表現するこ

とができたか。 

(2) 検証の方法 

実態に応じた指導・支援を行い，児童の変容を行

動観察により記録・分析する。 

○ 実施回数 

 ・「ベースライン期」２回 

 ・「指導・支援期」５回 

○ 分析方法 

・児童が「気分」「強弱」「速度」をどのように

言語化しているか観察し，分析する。 

・「思い」をもつことができているか，児童が作

成したワークシートを分析する。 

 ・歌唱表現における「強弱」「速度」の変化を表

５のとおり定義し，「思い」に応じて歌唱表現

できているか観察し，分析する。 

 
表５ 「強弱」「速度」の定義 

強
弱 

強い音 普通の強さの音 弱い音 

児童の話し声よ
りも強い音 

児童の話し声程
度の強さの音 

児童の話し声よ
りも弱い音 

速
度 

速い 普通の速さ ゆっくり 

アレグロ程度 
（♩＝132程度） 

モデラート程度 
（♩＝92程度） 

アダージョ程度
（♩＝58程度） 

 

３ 研究授業 
(1) 研究授業の内容 
○ 期 間 平成27年11月18日～平成27年12月15日 

○ 対 象 所属校第１学年 

○ 題材名 ようすをおもいうかべよう  

○ 目 標  

・楽曲の「気分」を感じ取り，想像豊かに聴き， 



 

 
 

「思い」をもって表現することができる。 

 ・歌詞の表す様子や気持ちを想像し，楽曲の「気

分」に合った表現を工夫して歌うことができる。 

○ 指導計画（全６時間） 

次 時 教材 学習活動 

第
一
次 

第
１
時 

はるなつあきふゆ 
やまびこごっこ 
きらきらぼし 

本単元で取り扱う歌を，体を動か
しながら歌うことにより，喜びを
味わう。 

第
二
次 

第
２
時 

やまびこごっこ 指導者や友だちの歌の「強弱」や
「速度」に注目して音を言葉にし
ながら聴く。 

第
三
次 

第
３
時 

ぞうさん 
はるなつあきふゆ 

歌詞の表す「気分」を想像して表
現を工夫し，歌い方について「思
い」をもつ。 

第
４
時 

はるなつあきふゆ 歌詞の表す様子や気持ちに合う表
現の仕方を工夫し，「思い」をもっ
て表情豊かに歌う。 

第
四
次 

第
５
時 

きらきらぼし 歌詞の表す様子や「気分」を想像
して表現を工夫し，歌い方につい
て自分なりの「思い」をもつ。 

第
６
時 

きらきらぼし 歌詞の表す様子や気持ちに合う表
現の仕方を工夫し，自信と共に「思
い」をもって表情豊かに歌う。 

 

(2) 指導・支援の工夫 

ア 指導内容の精選及び重点化 

児童は，音楽を形づくっている要素のうち，音楽

を特徴付けている要素の「強弱」「速度」を聴き取

ることができていると考える。しかし，表現するこ

とは難しい。表２で示した障害特性等に応じた指

導・支援方法として，指導内容の精選，得意とする

学習の積み重ねが手立てとして有効であることから

「強弱」「速度」を主に取り上げ，学習活動を行う

こととする。 

イ 音楽ブック及びワークシートの活用 

 国立教育政策研究所（平成27年）は，「『このよ

うに表したい』という音楽表現に対する思いや意図

を言葉等を用いて表す表現力と，音楽表現力との関

連を図りながら，必要な音楽表現の技能を育むこと

が重要である。」17)と示している。 

そこで，脳性まひのある児童が，自分でこのよう

に表現したいという「思い」を，継次的に組み立て

言語化し，表現に変えることができるようになるた

めのツールとして，「音楽ブック」と「ワークシー

ト」を取り入れる。 

(ｱ) 音楽ブックの作成 

感じ取った「気分」や音楽を特徴付けている要素

の「強弱」「速度」を児童の経験や認知の実態に沿っ

てシールに表し言語化したものを，音楽ブックに分

類させまとめさせる。音楽ブックの例を図２に示す。 

「気分」シールは，「気分」を表す言葉とイラス

トを併記し，言語化する。指導者が児童の予想され

る発言を事前に作成しておくとともに，児童のつぶ

やきの内容をその場で作成し，言語化する。 

音楽を特徴付けている要素の「強弱」「速度」に

関しては，「強い」「普通」「弱い」，「速い」「普

通」「ゆっくり」の３段階とする。「速い」に関し

ては，児童が乗車し，速さを体感したことがある新

幹線のイラストを併記する。「ゆっくり」に関して

は，児童がゆっくりと動いている姿を見たことがあ

るかたつむりのイラストを併記する。それらを使用

し，指導者が言葉とイラストを併記したシールを作

成し，音楽ブックにまとめさせる。 

シールは付箋タイプを使用し，簡単な動作で何度

でも貼り直しができるようにする。 

 

 

 
 

  

 

 

  
図２ 音楽ブック及びシール 

 

(ｲ) ワークシートの活用 

ワークシートを図３に示す。 

 

 

図３ ワークシート 

 

まず，感じ取った「気分」に合わせ音楽ブックか

ら「気分」シールを選択させワークシートの左部に

貼らせる。「気分」に応じた「強弱」シール「速度」

シールを音楽ブックから選択させ，継次的に組み合

「強弱」シール 

「気分」シール 「気分」に応じた「速度」シール 

「気分」に応じた「強弱」シール 

① ② 

「気分」シール 

白紙 

「速度」シール 



 

 
 

わさせることにより，このように表現したいという

「思い」の全体像を言語化させる。シールは簡単な

動作で何度でも貼り直しができるため，思考の流れ

を止めずに「思い」を自分で工夫することができる。 

「音楽ブック」及び「ワークシート」の障害特性

等に応じた指導・支援方法の工夫を表６に示す。 

 
表６ 「音楽ブック」「ワークシート」の工夫 

困
難 

指導・支
援方法 

音楽ブック ワークシート 

感
覚
や
認
知
の
困
難 

言語化 

言語化された「気分」
シール，「強弱」シール
（３段階），「速度」シー
ル（３段階）をまとめさ
せる。 

「気分」シールに応じた
「強弱」シール「速度」
シールを選択して組み
合わさせ，「思い」の全
体像を言語化させる。 

継次的
な全体
像の組
立て 

 

「気分」→「強弱」「速
度」の順に思考させ，「思
い」の全体像を自分で組
み立てさせる。 

情報量
の調整 

１ページに，一つの要素
だけをまとめさせ，児童
が選択しやすくする。 

１枚のワークシート上
では，一つの楽曲につい
てのみ思考できるよう
にする。 

形態の
工夫 

机上に「音楽ブック」と「ワークシート」を並
べて置けるサイズで作成する。 
音楽を形づくっている要素を，段階を追って増
やせるようにする。 

色の工
夫 

「気分」は青，「強弱」は赤，「速度」は緑で
統一し，児童がシールを選択しやすく，ワーク
シートのどの部分に貼りながら思考すればよい
か，分かりやすくする。 

動
作
の
困
難 

指導内
容の精
選 

まずは，児童が聴き取ることができている「強
弱」「速度」を活用して，「思い」を作成する
こととする。音楽を形づくっている要素を，段
階を追って増やせるようにする。 

動作の
精選・代

替 

シールは，予想される児
童の発言を事前に作成
するとともに，児童のつ
ぶやきをすぐさま反映
させて指導者が作成す
る。 

書字する活動を省き，付
箋タイプのシールを活
用することにより，児童
が簡単な動作で試行錯
誤ができるようにする。 

経
験
不
足 

繰返し
学習 

学習した「気分」及び音
楽を形づくっている要
素をいつでも確認でき
るように，音楽ブックに
まとめさせる。 

動作の精選により，短時
間で何度もワークシー
トを活用しながら試行
錯誤ができるようにす
る。 

具体物
操作 

具体物である「強弱」「速度」シールを自分で
操作させ「思い」の全体像を組み立てさせる。 

得意と
する学
習の積
み重ね 

まずは児童が聴き取ることができている「強弱」
「速度」を活用して「思い」を作成させるよう
にする。 
児童は書字するよりも，シールを選択して貼る
活動のほうが得意であるため，書字する活動を
省いて思考に集中できるようにする。 

 

(ｳ) 表現への変換 

ワークシートにできあがった「思い」を手掛かり

に，歌唱表現を練習させる。自分が組み立てた「思

い」の「強弱」「速度」を意識し確認しながら表現

へと変えさせる。 

Ⅵ 研究の結果と考察 
 

１ 行動観察における結果 
(1) 言語化 

ア 「気分」 

児童は，ベースライン期では，楽曲を聴いたり，

歌詞を読んだり，視覚的教材を見たりしても，どの

ような「気分」か明確に答えることはできなかった。 

指導・支援期の第３時には，あらかじめ指導者が

用意していた複数の「気分」シールから選び，言語

化することができた。その後は，表７のように感じ

取った「気分」を積極的に言語化し，「気分」シー

ルを選んでワークシートに貼ることができた。 

 
表７ 「気分」に係る言語化の様子 

期 時 児童が言語化した「気分」 

ベースラ
イン期 

１ ― 

２前 ― 

指導・支援
期 

２後 ― 

３ 悲しい，嬉しい，涼しい（選択） 

４ 涼しい，かわいい，暑い，寒い（発言） 

５ ワクワク，キラキラ，きれい（発言） 

６ ※発表会のため，該当なし 

 

イ 「強弱」「速度」 

表８のように，ベースライン期では「強弱」と「速

度」を感じ取って言葉にすることができなかった。 

「強弱」について，指導・支援期の第２時では「強

い」「弱い」を，「大きい」「小さい」と表現した

ものの，強弱に応じて言語化しようとすることがで

きた。第５時からは「強い」「弱い」と正しく言語

化することができた。  

 
表８ 「強弱」「速度」に係る言語化の様子 

期 時 「強弱」 「速度」 

ベースラ
イン期 

１ ― ― 

２前 ― ― 

指導・支援
期 

２後 
大きい，普通，小さい 新幹線，普通，かたつ

むり 

３ 
大きい，普通，小さい 新幹線の速さ，普通の

速さ，かたつむりの速
さ 

４ 大きい，普通，小さい 速い，普通，遅い 

５ 強い，普通，弱い 速い，普通，遅い 

６ 強い，普通，弱い 速い，普通，遅い 

 

「速度」に関しては，児童が認識している動くも

のを速度シールに併記することで，認知を図った。

第２時は「速い」を「新幹線」，「遅い」を「かた

つむり」と言語化することができた。第４時には「新

幹線の速さは『速い』だね。」という発言があり，



 

 
 

それ以降は「速い」「普通」「遅い」と言語化する

ことができた。 

(2) 「思い」をもつこと 

ベースライン期では，どのように歌い方を工夫す

ればよいか分からず，全く「思い」をもつことがで

きなかった。指導・支援期の第２時では「気分」に

は触れずに「強弱」「速度」の変化を聴き取って言

語化する活動を行ったため，児童は「思い」をもた

なかった。 

第３時以降，児童は，音楽ブックから「気分」シー

ルをまず選択し，さらに「気分」に応じた「強弱」

シールと「速度」シールを組み合わせることができ

た。その際「まず，音の強さだ。」など「強弱」と

「速度」を順番に思考している姿が見られた。また，

「音の強さは赤色のところだね。」などと，色を手

掛かりに貼る位置を確認しながら図４をはじめとし

た様々な「思い」の全体像を組み立てることができ

た。さらに，「強弱」「速度」についてシールを貼

り替えながら試行錯誤し，工夫する姿も見られた。 
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図４ ワークシート例 

 

(3) 「思い」を表現に変えること 

「思い」に応じて「強弱」「速度」を変えて歌唱

表現ができているか，表５を基準に検証した。結果

を表９に示す。 

 
表９ 「思い」を表現に変えること 

期 
ベースラ
イン期 

指導・支援期 

時 １ ２前 ２後 ３ ４ ５ ６ 

「思い」をもつことが
できた 

― ― ― ○ ○ ○ ○ 

「思い」に応じた 
「強弱」で表現できた 

― ― ― ― ○ ○ ○ 

「思い」に応じた 
「速度」で表現できた 

― ― ― ― ― ○ ○ 

ベースライン期では「思い」をもっていなかった

ため，全ての曲を大声で叫ぶような声で，伴奏に合

わせた速さで歌っていた。 

指導・支援期では，ワークシート上に児童が組み

合わせた「強弱」シール，「速度」シールを指導者

が指さしで意識させて練習を行ったところ，「強弱」

「速度」に気を付けることができた。第５時では，

自分で「ゆっくりだね。」と「速度」シールを指さ

ししながら意欲的に練習する姿も見られた。 

第３時からは，叫ぶような大声ではなく歌い，表

現することができた。「強弱」は第４時から「思い」

に応じて表現することができたことに比べ，「速度」

は第５時から表現することができた。 

練習の結果,「強弱」「速度」共に第５時から「思

い」に応じて歌唱表現することができた。 

また，第６時では，友だちの「思い」を取り入れ

て既習曲を斉唱した。すると，友だちの「思い」を

確認し，「強弱」「速度」に気を付けながら，互い

の歌声を聴いて，声を合わせて歌うこともできた。 

 

２ 考察 

(1) 言語化 

「気分」に関しては，複数の言語化された「気分」

シールを選ぶ活動から始めたことにより，どのよう

な言葉が「気分」に当てはまるかが児童の中で明確

になった。その後，視覚教材や歌詞，楽曲に触れる

ことにより自然に言葉として「気分」を表すことが

できたと考える。 

「強弱」に関しては「強い」「弱い」を「大きい」

「小さい」と言語化していたが，音楽ブックにまと

めた「強弱」シールを確認し，言葉に出しながら活

動したことにより「強い」「弱い」が定着したと考

える。 

「速度」に関しては，「新幹線」から「速い」に

移行していく過程が見られ，自分の体験と結び付け

て新たな概念を獲得していく姿が見られた。児童が

音楽ブックにまとめた「速度」シールを選びながら

試行錯誤するときに「新幹線の速さは『速い』だね。」

「かたつむりの速さは『遅い』だね。」と何度も児

童と共に言葉にすることにより，より概念を深める

ことができたと考える。 

(2) 「思い」をもつこと 

さらに，児童が感じ取った「気分」を「気分」シー

ルとしてワークシート上に貼って明確にさせたこと

により，児童は「気分」に応じた「思い」の全体像

を組み立てやすくなったと考える。「強弱」「速度」



 

 
 

の順に，継次的に考えさせたことにより，混乱する

ことなく，思考することができたと考える。また，

付箋タイプを使用したことにより，何度も貼り替え

ることができ，自分の「思い」を言語化することが

でき，思考の流れを止めることなく意欲的に工夫が

できた。児童は「思い」の全体像を自分で組み立て

たことにより，より明確に自分の「思い」を確認す

ることができたと考える。 

(3) 「思い」を表現に変えること 

言語化され明確になった「思い」の全体像を手掛

かりにしながら練習することにより「強弱」「速度」

を意識して「思い」を表現に変えることができた。 

児童は「強弱」に比べ「速度」への「思い」を歌

唱表現に変えることに時間が掛かったが，自分で「速

度」を確認しながら練習する姿が見られた。このこ

とから，自分で「思い」を作成したことにより，意

欲的に練習に取り組むことができたと考える。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
○ 肢体不自由のある児童に対して，音楽を形づ

くっている要素を言語化したものを継次的に表

現に変えていく活動を行えば，「思い」をもって

表現する力を育成できることが分かった。 

○ ワークシートと音楽ブックなど，障害特性等に

応じた指導・支援方法の工夫が大切であることが

分かった。 

 

２ 研究の課題 
○ 歌唱に重点を当て検証を行ったため，器楽，音

楽づくりにおいても検証を行う必要がある。 

○ 音楽を形づくっている要素の「強弱」「速度」

以外の「フレーズ」などの認知しにくい他要素に

ついては，更なる工夫が必要であると考える。 
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